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１． 緒言 

ヒトの表象において「小さい数字は左側に、大き

い数字は右側にある」といった数量に関する空間

的な特徴が実験的に示されている（Dehaene et al., 

1993）。時間の流れについても同様、例えば時間的

に早い事象は左に、遅い事象は右に配置されると

いう水平方向への空間的表象があると言われてい

る（Ishihara et al., 2008）。本研究ではこの「時

間の空間性」について検討するため、とりわけ春夏

秋冬、即ち「季節」に着目し、そこに潜在的な空間

性がみられるかを明らかにすることを目的とした。 

 

２．方法 

本研究では２つの実験を実施した。以下、各実験

の参加者、方法、手続きについて示す。 

2.1．実験 1 

 実験 1 では、神経心理学的検査の 1 つである線

分二等分課題を参考にした。まず、夏を連想させる

イラスト（スイカまたはかき氷）と冬を連想させる

イラスト（クリスマスツリーと雪だるま）を選定し

た（図 1）。各イラストを 50 個水平軸に並べ、線分

のように構成された実験刺激（30cm）を作成し、A4 

用紙に印刷した。実験参加者（学部 1 年生, n = 

24）には、イラストで構成された線分をペンで印を

つけることにより二等分するよう教示した。実験

後、真の中点と参加者が二等分した中点との誤差

をミリメートル単位で測定し、分析対象とした。各

参加者は、夏条件（スイカまたはかき氷）と冬条件

（クリスマスツリーまたは雪だるま）に対して 10

枚ずつ二等分課題を実施した。参加者ごとに、夏条

件と冬条件のイラストの組み合わせは変更した。

各参加者は夏条件実施後に冬条件を実施した。 

 実験 1 では、季節の空間的方向性が無意識的に

二等分位置に影響し、夏条件の場合、参加者が二等

分した中点は真の中点より左側に偏り、冬条件の

場合には中点が右側に偏る、と仮説を立てた。 

2.2．実験 2 

 実験 2 では、春夏秋冬それぞれを連想させるイ

ラストを矢印と共に水平軸に並べた絵（用紙）を参

加者（学部 1 年生, n = 40）に呈示し、その並び

順に対する違和感を 5 件法により測定した。実験

刺激として、3 種類の絵を用意した。左から右にか

けて冬夏春秋の順序を表した絵（図 2A）、春夏秋冬

の絵（図 2B）、春夏秋冬とは順序が逆の冬秋夏春の

絵（図 2C）の 3 種類をそれぞれ 3 秒ずつ参加者に

呈示した。各参加者には、A→B→C、B→C→A、C→

A→B の 3 パターンのいずれかで絵を呈示し、それ

［夏条件］        ［冬条件］ 

図 1．二等分課題に用いたイラスト 
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ぞれに対する違和感を、5 段階で評価させた（「1：

違和感がない」～「5：違和感がある」）。 

 実験 2 では、無意識的な春夏秋冬という左から

右への水平方向の空間性により、参加者の違和感

の評定は図 2A、2C、2B の順で低くなると、仮説を

立てた。  

 

３．結果および考察 

 実験１の結果、真の中点からの偏りは、夏条件で

は＋0.27 mm（SD = 2.99 mm）であり、冬条件では

＋0.16 mm（SD = 3.24 mm）であった。2 条件の違

いについてｔ 検定を行った結果、有意ではなかっ

た[t (23) = 0.19, p = .85]（図 3）。 

 

実験 2 で得られた、3 つの絵に対する違和感（評

定値）について分散分析を実施したところ、有意な

主効果がみられた［F (2, 78) = 63.92, p < .001］。

多重比較の結果、（B）春夏秋冬は（A）冬夏春秋［p 

< .001］および（C）冬秋夏春［p < .001］との間

で有意であり、（A）冬夏春秋と（C）冬秋夏春との

間も有意であった［p < .001］（図 4）。 

実験１の二等分課題で用いたイラストは季節に

ついての記号的認識を喚起する刺激ではあったが、

参加者に空間的なバイアスを与える程の影響はみ

られなかった。 

一方、実験 2 の結果は仮説を支持するものとな

った。3 秒間という刺激の短時間呈示にも関わらず、

春夏秋冬の順序で並んでいる絵に対する違和感の

評定が、順序を逆あるいは崩した絵と比較して、最

も低かったことから、季節（時間の流れ）が左から

右へと空間的に、違和感の低いものとして潜在的

に表象されている可能性が示唆された。 

 

４．今後の展望 

実験 2 は刺激呈示に関して、幾つかのバリエー

ションで空間的表象の影響を検討できると考える。

例えば、今回の実験と並べ方は同じだが、矢印を含

まない絵での実験や、色情報の無い白黒の絵を用

いた実験である。また、「違和感があるか」ではな

く「違和感がないか」という聞き方による教示の影

響の検討や、季節の並び順（今回は 3 パターンの

み）の組み合せを考慮した条件設定等も考えられ

る。さらに、刺激の呈示時間（今回は 3 秒のみ）を

複数条件用意することで、得られた結果が本当に

“潜在的”か否かを追求できると思われる。 
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図 2．四季を表すイラストの並び順 
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図 3．二等分課題の中点からの誤差 

図 4．実験 2 における違和感の評定 

L124


